
北川激特・⽔防災事業の効果について

○主な浸水被害の実績表

※観測地点は、H9,H16：熊田観測所、H28：長井観測所。

平成28年台風16号 家田地区
霞堤部

霞堤からの流水により浸水
霞堤からの流入による浸水は１日で解消！

激特事業（H9～H16）
の実施による効果

水防災事業（H16～）
による宅地嵩上効果

平成28年台風16号により浸水被害が発生するも、河道掘削・宅地嵩上などの
事業効果により家屋浸水被害が大幅に低減！！

浸水家屋等数の比較（Ｈ９→Ｈ１６→Ｈ２８）

事業区間 Ｌ＝11.7ｋｍ

直轄区間

北川

凡 例
は、Ｈ９浸水実績
は、霞堤開口部

川島橋

大峡地区
6→0→0戸

差木野地区
24→4→1戸

須佐地区
19→0→0戸

俵野地区
96→20→0戸

川坂地区
84→22→2戸

家田地区
85→71→5戸

本村地区
102→25→0戸

飛石地区
90→26→0戸

熊田地区（曽立地
区を含む）
142→30→16戸
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○過去の激特事業や水防災事業等により、平成９年台風１９号洪水で６４８戸の家屋等浸水が、今回洪
水では２４戸と大きな効果があった【家屋等浸水：６４８戸→２４戸（約９６％減）】
○併せて、地区によっては霞堤方式により、堤防越水や破堤をまぬがれ、また洪水後の速やかな排水
効果が確認できた。
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家屋等被害(戸)

家屋等被
害大幅減！
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